
な
り
次
い
で
「
寺
井
駅
」
問
題
で
、
更
な
る
問
題
を
抱
え
る
事
に
な
る
。

当
時
は
、
農
業
中
心
の
福
江
村
に
対
し
て
江
ノ
島
村
は
、
漸
く
機
業
に
、
産
業

在
郷
軍
人
会
や
愛
国
婦
人
会
の
結
成
や
、
「
田
ん
ぽ
の
神
様
』
の
合
祁
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
合
理
主
義
が
、
政
策
と
な
り
、
次
い
で
村
の
行
政
を
効
率
化
す
・

め
に
村
の
合
併
が
進
め
ら
れ
た
。

即
ち
、
明
治
四
十
年
、
福
江
・
江
ノ
島
・
釜
屋
の
三
村
が
合
併
し
て
根
上
村
が
誕

生
し
た
の
は
、
そ
の
政
策
の
一
端
で
あ
っ
た
。

し
か
し
こ
の
合
併
は
村
の
、
実
情
を
無
視
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
旧
福
江

村
が
根
上
村
か
ら
の
分
離
を
訴
え
、
内
務
大
臣
に
陳
情
書
を
出
す
な
ど
の
運
動

が
展
開
さ
れ
た
。

こ
の
運
動
は
立
ち
消
え
に
な
っ
た
も
の
の
、
江
ノ
島
村
長
か
ら
初
代
根
上
村
長
に

な
っ
た
、
中
山
庄
右
衛
門
は
辞
任
に
追
い
込
ま
れ
た
。

そ
の
後
、
福
江
村
か
ら
二
名
の
村
長
が
出
た
が
、
政
治
状
態
の
中
で
長
持
ち
せ

ず
、
浜
小
学
校
の
建
設
な
ど
で
政
治
的
に
紛
糾
を
重
ね
、
米
沢
興
三
松
が
村
長
に

ら
れ
、
日
露
戦
争
の
後
遺
症
が
、
政
治
思
想
と
経
済
思
想
と
の
相
違
に
な
っ
た
。

重
点
が
移
り
つ
つ
あ
る
時
期
で
、
経

我
々
の
先
祖
が
初
め
て
経
験
す
る

政
府
は
更
な
る
帝
国
主
義
を
進
め
、

日
露
戦
争
に
於
け
る
勝
利
は
、
そ
の
後
の
軍
国
主
義
を
助
長
す
る
の
に
与
っ
て

力
が
あ
っ
た
と
思
声
フ
。

日
露
戦
争
と
福
嶋
（
根
上
村
の
誕
生
）

済
的
に
も
考
え
が
異
な
り
つ
つ
あ
っ
た
と
考
え

近
代
戦
争
に
§
多
く
の
戦
死
者
を
出
し
た
が
、

地
方
で
は
様
々
な
改
革
が
行
わ
れ
た
。
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